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当時の家

是非、お気軽にご参加

ください。

お掘調査速報

千葉県の北西部にある千葉ニュータウ

ンは、今新しい街づくりがどんどん進ん

の跡が見つかっていることから、当時の

でいるところです。その中心となる印西

ムラの一部であったことがわかります。

ここは、いわば古代のニュータウン C

見つかった平安時代の家のやけ跡

市の南部に船尾白幡遺跡があります。 まり、昔から人が生活するにふさわしい

現在発掘調査中ですが、今までに弥生 場所だ、ったと言えます。

時代や平安時代の家の跡などが多く見つ 遺跡の調査中に写真のような焼けた土

かっています。 や炭が埋まった平安時代の家の跡が見っ

千葉ニュータウン関係の発掘調査が進 かりました。これは、屋根を支える材料

むにつれ、この地域の昔の様子が少しず などが焼け落ちたものです。火事のため

つわかってきました。それによると、こ なのか、あるいは51っ越しの時の片づけで、

の船尾白幡遺跡、と近くにある鳴神山遺跡 家を焼いたのかも知れませんD

には平安時代の初めころ(約1，200年前)に の造り方を知る手がかりになります。

人が住み始めたようです。家や倉庫など この遺跡で、 8月31日に「来て!見て!

歩く!歴史の散歩道一船尾白幡遺跡見学
船尾白幡遺跡

会 -Jというテーマで遺跡の見学会を行

いました。近くからはもちろん、県内各

地から 250人あまりの方が見学にみえま

した。全長 800mの見学コースを自由に

回り、調査中の弥生時代や平安時代の家

の様子を見学しました。

出土品コーナーでは、「くるる鍵」とい

う錠を開ける鉄製品の使い方(これにつ

いては、 (Q&A]に詳しい説明がありま

す)や、塁で、文字の書かれた土器につい

船尾白幡遺跡見学会の様子

ての質問が多くありました。

=1=の千葉県文化財センターでは、発掘 11

遺跡、の見学会を年に数回開いております。

支蔵遺物コーナー

縄文土器というと、縄文や線の文様、立体的な装飾が施さ く、きちんとした文様が付けられている点に特徴があります。

れた土器を思い浮かべます。文様のおもしろさとともに、縄 縄文土器の形は、深い鉢や斐が主流です。煮炊きのために、

文土器には様々な形をした土器が見られます。 水を入れ炉にかけるのに適した形をしていたからです。時代

今回紹介する遺物は、県道松戸野田線の道路沿いにある流 が新しくなると椀や査など種類が増えてきます。縄文時代も

山市の上貝塚貝塚という縄文後期の貝塚を調査中に、地面に

掘られた穴の浅いところから出土した舟の形をした楕円形の

後期・晩期は変わった形の土器のオンパレードで、例えば口

の二つ付いた土器、急須の形をした土器、台の付いた士器、
在三口 

椀形の土器です。全体の 3分の lほどが欠けていますが、復 香炉のような形をした士器等々数多くみられます。これらの

元すると長さ 30cm近くの大きさになります。文様の特徴か 特殊な士器の存在は、煮炊き専用から、お酒のような液体を

ら見て今から 4，000年ほど前の縄文時代後期のものと思われ 入れたり、現在ではわからないような使用法が加わったこと

ます。保存する区域の調査でしたので、全部掘ってしまわず を示しています。この時期には、土偶や耳飾りなどの土製品

にどのような遺構があるのかを確認するだけでしたから、穴 が車富に見られ、まじないや祈りが生活のなかで、重要で・あっ

の形やどのような事情でこの場所に残されたのかはわかりま たことが考えられます。 )ij-J診土器もそうした生活の中で作ら

せん。 れた土器で、まじないや祈りに使われたと想像されます。

一般的な土器は上から見ると円形ですが、この土器は指円

形になっています。県内での出土例には、千葉県の中野僧御
千葉県内の最新出土考古資料の大集合展「地中からのメッセージ」開催中

堂遺跡、内野第 l遺跡等がありますが、この舟形土器は大き 沼南町石揚遺跡出土旧石器時代石器他 21遺跡約850点展示
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千葉県を代表する湖沼に印膳沼と手賀沼があります。

かつて、それぞれの沼は今よりもす、っと大きく、魚や貝

などの良い漁場であり、舟を使つての人や物の交通路で

もありました。海水面の高かった縄文時代の前期には、

太平洋から海水が入り込む内海だったこともあります。

印揺沼と手賀沼の周辺は千葉県でも遺跡の集中する地域

の一つです。

水と緑に恵まれた手賀沼の|まとりに、少年たちが自然に

ふれ、集団生活を学ぶ「千葉県立手賀のE少年自然の家J

が建設されました。このとき、調査されたのが沼南町石

揚遺跡です。調査の結果、|日石器時代から古墳時代にか

けての生活の跡が見つかりました。時代によってはムラ

として利用されたり、墓地だ、ったりしています。旧石器

時代に長野県から運ばれてきた黒曜石を材料に石器が作

られた跡、方形周溝墓といわれる正方形に溝がめぐる弥

生時代の末ころのお墓芯どが見つかっています。

今、 「手賀のE少年自然の家」では、多くの小中学生

が、昔の人々と同じ場所でキャンプ生活を楽しみ、自然

の恵みにふれ、集団生活の大切さを体験しています。

人がくらしを始め、

石器作りが行われ、石器のまとまりが 

21か所残される

早期 (約9 ，000年~6 ，500年前)

員、設の縁で文様を付けた土器が流行す

る

家が4軒つくられる


品宍という調理用の炉が39墓、


落とし穴21基がつく 5れる


前晶 (約 6， 500年~5.000年前)
縄文で飾られ、植物の議維を混ぜた士

で焼かれた土器が流行する


家が21軒つくられる

ち陥当官  Eヨー
中期~後期 (約5.000年~3，000年前)

貯蔵用・墓用の穴(土坑)力'¥69基つく

られる


家が2軒つくられる


融商 (約3 ，000年~2 ，000年前)
ほとんど人が生活し芯くなる

逗崩 (紀元2世紀~3世紀)
芳影尾言語曇というお墓が5塞つくられる

箭崩 (紀元3世紀後半~4世紀)
家が5軒つくられる

市議 (紀元5世紀)

家が21軒つくられる

後期 (紀元6世紀)

方形の古墳が 1基つくられる

誰も住まなくなる

発掘調査が行われる

県立手賀の丘少年自然の家オープン 
227，000mの戴地に映像ホール・プラ

ネタリウム 

300名の宿泊施設・キャンブ場など

県市町村の図書館などで見るととがで

きる、発掘調査報告書刊行される







定掘調査速報

前畑遺跡は、千葉東金有料道路と国道 またそれらとは別に、中世の室町時代

126号線(東金街道)が東金市で合流する から戦国時代にかけてにの遺跡では 15

地点のすぐ近くの北側台地上に位置しま 世紀後半----16世紀後半が中心)のさ~也と

す。東金有料道路を松尾町までのばす工 屋卿亦の一部が見つかっています。墓地

事のため一昔日を調査することになりまし は調査を開始してすぐに、地中から墓石

た。遺跡は、調査区の南側に生活の跡が などがし￥くつかまとま って見つかったた

集中し、 奈良~平安時代にの遺跡では めに、その下に墓J也があることがわかり

8世紀----9世紀が中心)の建物の跡約50 ました。約25mx12mの範囲に土葬の墓


軒、縄文時代の家の跡、埋饗
うめがめ

(埋められ 穴約100、火葬した跡約20の計 120がまと


ていた大きな土器)など、が見つかってい まって、複雑に重なりあって掘られてい


ます。 ました。土葬は遺体をそのまま土の中に


埋める方法ですが埋めるときにひざを 


折り曲げ腕を抱かせるようにして右側を


下にして、横向きに寝かせて埋めたもの


が多 く見られました。一方火葬は、遺体


を火で焼いて骨にしてから埋める方法で かす櫛、銭類が見つかった穴もありまし ます。建物の柱の穴や


すが、 空気の通り道を作るためにトンネ た口銭は死んであの世に行くときに渡る ほかの穴も少し見つか


ルを掘り、穴の中に木やわらを積みその と言われる川(三途
さんず

の川と呼ばれていま っていて、これからの


Iこに遺体を置いて焼いたものです。そし す)を渡るのに必要な通行料と考えられ 調査によっては屋敷跡


て焼き終わると、そのまま土をかぶせて ています。これらの墓地は室町時代の村 の全体がはっきりして


埋めてしまうという方法が多くみられま の共同墓地とみられます。 くるかもしれません。


した。これらの墓穴からは人骨と銭(
ザに

お 一方、 室町時代"-'!戦国時代にかけての 堀は使われなくなって

かね)が多く見つかり、残りが良くて骨 屋敷の跡 とみられる堀が見つかっていま から埋められています。

の状態、が良くわかるものがありました。 す。堀は幅約 4"-'5m、深さは約1.5mで 

また、火葬の跡の中では、焼け残った中 V字型に掘り込まれ、長さは調査分で約 

国製の焼き物の小皿(白磁)、 髪の毛をと 100mあり、さらに調査区の外にのびてい

支蔵遺物コーナー

八日市場市の憤須賀城跡近くの大堺・塔ノ前 護持し(守り)、人々に安ら

遺跡から江戸時代の遺物といっしょに高さ 4.45 ぎを与えることであり、そ

cmの小金銅仏が見っかりました。この仏像は左 のため持国天と名づけられ

手のー←昔日が欠けてし hますが、鎌倉時代に作られ ました。この、小金銅仏は

た物で、お手加担様を
しやか さま

守る四天王
し てんのう

の一人で、ある持
じ

その大きさからいって寺院などの本堂で用いら えます口

国天
こくてん

であることがわかりました。仏像は右手を れたものではなく、寺の僧侶がふだん生活する

腰に当て、左腕は横にあげていて、手には戟(中 部屋に置かれたり、かんたんなお堂の本尊で、あ

国古代の武器の一つ)を持っていたようです。 ったり、仏間に置かれ仏様とされていたようで

同天王 とは仏教の世界の中心にそびえ立つ須弥
しゅ み

す。また、武将が髪に結びつけたり、兜の中に
千葉県内の最新出土考古資料

の大集合展
山の中腹に住み、それぞれ東を持国天、南を増 納めた例や、旗の先につけたとか、お守りにし
じよう てλ たもんて人

「地中からの~ッセージ」
長天、凶を広目天、

こうもくてん

北を多聞天が市蔓します。 たという伝承を持つものもありますD
開催中 

仏教の寺院では通常本尊を中心として、 四隅に この小金銅仏は、 当時の城や寺院に生活して
fJXr日T1i・市羽鳥 中111111遺跡 WI上

「人頭型土製品」他 

配置されます。そのうち持国天の仕事は国土を いた人々の仏教への思いを示す貴重な資料とい 20i立跡、約800点!民ポ 
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私たちの生活に道路が欠かせないものであることは言

うまでもありません。道路の多くは首から使われ、しだ

いに道幅を広げ整えられ今にいたっていますが、高度経

済成長期の1960年代ごろから地図にはまったくなかった

道路が計画的につくられるようになりましたo その一つ

がここに紹介する県道成田安食線と呼ばれているバイパ

スです。成田市寺台から印膳郡栄町安食までをつないで、

新東京国際空港や成田ニュータウンなどへの突通量を調

節するためにつくられました。計画された道路の下には

たくさんの遺跡があることがわかっていましたから、道

路を建設する前に発掘調査が行われました。調査された

遺跡は、旧石器時代から江戸時代までの 12遺跡です。

このなかで上福田 13号墳は、写真のような貝の他石が

まざった石でつくられた石室(遺体を納める部屋)が発

見され、たいへん重要な古墳であるととがわかりました。

そのため、工法を変えて石室は残されました。

他にも奈良時代を中心とした郡役所などの貴重な遺跡

も見つかりました。道に沿って簡単に紹介してみましょう。

上福田保町遺跡

縄文後期 (約4.000年前)に一
時人々が住む。

古墳時代!こ蒙が l軒つくられ、
カマドの神憶におはらいをし
たりする。

仲兵遺跡

縄文早期に人が訪れる。 縄文
後期に一時人 が々住む。

奈良時代に蒙が 1軒つくられる。

下福田稲荷原遺跡

縄文早期に人が訪れる。縄文後
期に小さなムラがつくられる。

平安時代に家が建てられる。

江戸時代 (1603-)に近くに住
む人々が土を盛って、庚申塚
をつくる。

大畑遺跡から上福田13号墳ま
での周辺には竜角寺古墳群・
上福田古墳群など一辺カI~B6m

という日本最大の方境(岩屋
古墳)を含む 140基以上の古墳
がつくられる。

栄町

勺食駅

上福田13号墳

古墳時代の終わりに都の
豪族と関係の深い人々が
四角い古墳をつくる。

まんざょ/~り五

松崎播磨遺跡

古墳時代の終わりころか
ら平安時代までときどき
ムラができる。

※~ ※は

大畑遺跡群

古墳時代の終わりから平安時代まで
郡の役所が置かれ、大きな掘立柱の
建物が並ぶ。たくさんの人々が集ま
り、この地域の政治の中心となる。

池上り遺跡群

縄文早期(約9.000年
前)にムラができる。

古墳時代に E軒の家が
つくられる。奈良時代
に墓地として使われる。

主え It

前原遺跡群
旧石器時代(約12.000年
前)人が訪れる。

房総のむら古墳時代の終わりに方

墳がつくられる。

奈良時代にムラができる。

よ福田和田谷津遺跡

くられる。

グ 4ル

バイパスの範囲

縄文中期・後期にムうができる。

古墳時代から平安時代までと
きどきムラができ、にぎわう。

現在の上福田13号墳付近

向台遺跡

古墳時代(この遺跡群では 7世紀から)から平
安時代(西暦794年-)まで役所の隣町としてた
くさんの人々が集まり、掘立柱の建物もつく
られる。 







6遺跡今昔物語。発掘調査速報

千葉県内では新しい道路が各地で建設 査でも予想されたとおり、弥生時代後期� 

されています。千葉ニュータウンと湾岸 (2 世紀.~3世紀)から古墳時代前期の竪

地域を結ぶ幹線になる県道船橋印西線も 穴住居跡が80軒近くも見つかりました。
今、千葉県の北西部仁新しい町づくりが行われていま

す。ごの計画は、船橋市、印西市、印耀郡白井町、本埜

弥
生
時
代
後
期
の
土
坑
墓

その一つです。道地遺跡はこの予定地に この時期の竪穴住居跡は掘り込みが浅い
村及び印耀村の2市� 1町� 2村にまたがる広さ約1，933ha、

なっている八千代市の北部にあります。 のですが、 普通の倍の� 7(X:mも掘り下げて 計画人口約19万� 4千人の規模をもっ干葉ニュータウンで

付近には、弥生時代中期の壕をめぐらし ある住居跡が見つかりました� D す。昭和44年から事業が進められていますが、ニュータ
たわらく� 1:(

ウンの中心として整備されているのが、住宅・都市整備

公団鉄道の千葉ニュータウン中央駅周辺です。住宅街は

たムラである田原窪遺跡、古墳時代前期� 弥生時代後期の土坑墓も見つかりまし

(3 世紀後半~4世紀)の大きなムラであ た。� J罰蕎の南側に大形の土器が置かれて

もちろんのこと、企業の事務センター、印西市の公共施
る佐山台遺跡や古墳時代後期� (6世紀 いたため、 墓ではないかと思い慎重に掘

設、スーパーマーケットや大学などが集まり、文字どお
~7世紀初)の平戸台

ひらどだい

古墳群があります口 ってみたところ、副葬品と
ふくそうひん

思われる青い
り印西市の新しい中心となる町造りが進められています。


道地遺跡では、先に行われた八千代市 ガラス小玉が出てきました。遺骸
いがい

は腐食

ふ� Lょく

ニュータウンを建設する前に遺跡の発掘調査が昭和45
の調査によって弥生時代から古墳時代の していて残っていませんでした。同じよ 年度から開始されました。ニュータウン中央駅付近だけ

ムラが発見されていましたが、今回の調 うな青いガラス小玉は、後期の古墳の埋 でも、図のように� 8か所の遺跡が調査されました。旧石

弥生時代の道の跡 葬施設の残骸
ざんがい

の中からも発見されまし 器時代から縄文時代、そして、平安時代ころに人が生活

した跡や、江戸時代の塚などが見つかっています。ニュた。棺の石材はすでに抜き取られていま

す。それでは、調査された遺跡を下の図で紹介します。

珍しい溺 蕎として、弥生時代後期の道 ら下の神崎川
かんざきがわ

の方へと続いているようで てくる場合が少なくあ

の跡が見つかりました。昔も今と同じよ す。道を埋めた土の中から弥生時代後期 りません。

うに、生活のためには道が必要で何本も の土器が完全な形のままゴ、ロリと出てき (蔀 淳一)
木苅峠遺跡 大塚塚群

旧石器時代の人がお 木苅峠遺跡 江戸時代に、付近の人が塚を造る。
造られたはずですが、古墳時代以前の道 て驚かされました。

か所で石器を造る。

平安時代の人が家を

一軒造る。 大塚前遺跡

奈良-平安時代の人が寺を造支蔵遺物コーナー
一本桜遺跡� //  る。「埴� Jとヘラ書きした瓦を

縄文時代早期の人
一本桜遺跡二一一+

使用する。
H

が狩をする。

縄文時代前期の人弥勅東台遺跡は、国立歴史民俗博物館の東方約1.5kmの台
H が小さなムラを造る。

地上にあります。今回の調査で、多量の陶磁器、土器、瓦

ータウンの始まりははるか蓄に遡るということになりま
したが、念のため残った土をふるいにか の跡は発掘調査ではあまり見つかってい

30けてみたところ 点以上の小玉が出てき ません。道地遺跡の道の跡は、遺跡の北
(花島理典)

ました。 のはずれにありました。この道はムラか

様
々
な
近
世
の 

や
き
も
の 

17などが出土し、 世紀前半に佐倉藩主土井利勝によって創 猿壕遺跡

建された松林寺
しょうりんじ

の堀の跡であることがわかりました。遺物 縄文時代中期の人

のほとんどは、� 18世紀から幕末にかけてのものですc が狩をする。

江戸時代に付近の陶磁器・土器などのホやきもの庁は、生活雑器が中心で、

人が塚を造る。


碗・
わん

皿・徳利
とくり

をはじめとして、護・灯火具(油を燃やして
ほうろく

明かりを取る道具)・神仏具
しんぶつ ぐ

・熔熔(豆やゴマなどを妙る土 それにしても、どうして松林寺の堀跡から、写真で紹介したよう

発掘調査中の千葉ニュータウン予定地

(檀峠遭跡付近、千葉県立房総風土記のE提供)

このように発掘調査

では、予想しなかった

思いがけないものが出

現在の千葉ニュータウン中央駅付近

花器

鍋)などが出土しましたD な多種多様のホやきものかが出土したのでしょうかD 中には、今でも

中でも、写真の花器は、完形に近く、形といい、染付け そのまま使えそうな完形品も数多くありました。言E建議によると、明

のデザインといいみご、となものです。生産地は肥前
びぜん

(今の 治17年(1884)に寺の一音Eを解体したとあるので、その時、庫裏(寺の

佐賀県と長崎県の一部)で、� 17世紀末から18世紀初頭の磁 倉庫)に保管してあったものを、堀に投げ捨てたのかもしれません。

する}+口生力人期の

跡

代早

遺

時

十峠

文

時榎

縄

1

器です。高さは約20cmで、す。当時、松林寺の床の間に飾っ 江戸時代、佐倉の町に入ってきたこれらの� qやきものかを見てい

てあったとしたら、さぞかし趣があったことでしょう。 ると、当時の生活ぶりが今に伝わってきます。(白鳥章)
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隣
の
山
か
ら
望
む
山
械
跡

土塁と通路をもった

井戸(底は未調査)

ーナー 

金銅装大力

築いた小田原北条氏は、 16世紀半ばには

房総北部を勢力下に入れています。この

城はそうした政治状況を背景として築か

さて、想像はこのくらいにしますが、

御山遺跡の円墳 (SX015)の石棺からは
てっそ・

金銅装大万
こんどうぞうたち

(写真)、直万、
ちよくとう

鉄鎌、
く

勾玉、
まがたま

ガラス小玉、数人分の人骨などが出土し

ています。

金銅装大万は残りの良い完形品で、柄

頭か
がしら

ら鞘尻に
さやじり

至るまですべて金銅板(金メ

ツキされた銅板)で覆われている大変立

れたと考えられます。

(井上哲朗)

派なものです。

この大万は、まさに

一族の英雄である首長

の姿を飾るのにふさわ

しいー振だ、ったことで

しょう o

(福田 誠)

6遺跡今昔物語。


千葉市のL1R外房線鎌取駅の南側に広がる千葉・東南

部ニュータウン「おゆみ野」の開発に伴い、私たちは、

昭和49年から遺跡発掘調査を行っています。600ヘクター

ルに及ぶ広大な開発面積の中で40か所近い遺跡を調査し

ましたが、一部を除いて、ほとんど調査は終了していま

す。すでにその多くは、住宅・都市整備公団によって造 千葉東南部ニュータウン関連の報告書

成され、住宅、公共施設、商業施設が建てられ、新しい

街として生まれ変わりつつあります。

発掘調査が終了すると調査報告書を作成するための整

理作業に移ります。調査報告書には調査された住居跡、

古墳、貝塚や出土遺物の図面や写真などが収録されてい

ます。すでに 18冊の報告書が刊行されていますが、現在

も多くの調査員が調査記録類や出土遺物と格闘して、報

告書作りに取り組んでいます。

報告書の中には畏く活用され傷んでしまったものもあ

りますがとれとそ私たちの望むととろです。

皆さんも、何かの機会に報告書を見かけた折りには、

ぜひページをめくって、地中から紙の上に移った遺跡の

姿から、古代の世界に心を馳せていただければと思いま

す。(福田誠)

至千葉

21.椎名崎古墳群C支群 

22.今台週跡 
23.神明社裏遺跡 
24.小金沢貝塚 
25.六通遺跡 
26.六通貝塚 

27.小金沢古墳群 
2B.御塚台遺跡 
29.ムコアラク遺跡 
30.六通金山遺跡 

31.六通神社南遺跡 

32.白鳥台遺跡 
33.大膳野南貝塚 

1.有吉北貝塚 6.生浜古墳群 11.有吉南遺跡 16.椎名崎遺跡 34.パクチ穴遺跡 
2.有吉遺跡 7.高沢遺跡 12.鎌取遭跡 17. i自父名台遭跡 35.富岡古墳群 
3.上赤塚貝塚 B.南二重堀遺跡 13.大膳野北遺跡 18.木戸作遺跡 36.大田法師遺跡 
4.上赤塚古墳群 9.城ノ台遺跡 14.有吉南貝塚 19.椎名崎古墳群A支群 37.椎名神社遺跡 
5.高沢古墳群 10.有吉城跡 15.馬ノ口遺跡 20.椎名崎古墳群B支群 3B.春日作遺跡

北ノ作遺跡は、四街道市の北東に位置

する物井地区にあり、東に鹿島川を見下

ろす台地に位置しています。遺跡の東の

端は、調査前から土手(土塁)に囲まれ

た曲輪や斜面を整形した平場(腰曲輪
こしぐるわ

)

の存在が確認され、中世の城跡であるこ

とがわかっていました。

発掘調査は今年の 4月から実施してい

ます。その結果、城が築カ亙れる以前には

縄文時代や古墳時代の集落があったこと、

その後、室町時代に墓地が造られたこと

がわかりました。築城の際、 これらの遺

構は削られて平坦面が造り出されていま

す。土塁で固まれた大きな曲輪(本丸に

相当)の内側では、多くの柱穴が検出さ

れました口柱穴の配列から、 5棟以上の

掘立柱の建物跡や門の跡があったと考え

障子堀

『古墳時代の物井
ものい

地区。湧水
わきみず

の豊富な谷

津田を中心とした水田開発に成功した集

団の中から少しずつ勢力を伸ばしていっ

た一族があった。

何代目かの首長は特に知略に長け、食

料を増産し、武器を購入し周辺の地区と

の争いに勝利したD また、中央の政権の

有力者にもとりいって黄金に輝く刀を授 

かった。彼は黄金に輝く万を帯びる首長

と呼ばれ、ますます勢力を伸ばしていっ 

Tこ。

しかし、いず、れ頑健
がんけん

な体も老いる。首

長の亡骸に愛用の大刀を握らせて埋葬し

た者たちは一族への加護を願わず、にはい

られなかった口』

られます。当時の城には、江戸剛tの城

のような天守閣はありません口また、通

路をもっ深い井戸も検出されました。さ

らに、土塁の外側や腰曲輸には空堀がめ

ぐっており、そのうち、幅 5m・深さ 3 

mの空堀は、底に 2m間隔で仕切りが並ぶ

「障子堀」であることがわかりました。こ

れは、敵に堀底を通路として使わせない

ための障害となるものです。

i書陶は、中国製の青磁
せいじ

や瀬戸
せと

・美濃
みの

焼
わん すり，[ち

きや常滑
とこなめ

焼きの陶磁器(碗・皿・揺鉢・

饗)
かめ

のほか、素焼きの皿・揺鉢・鍋も
なベ

多

く出土しました。ほとんどが16世紀代(戦

国時代後半)のものです。建物跡や井戸

とともに、多くの遺物が出土しているこ

とから、城主の一族は普段も城の中で生

活していたことがわかります。

この城の名前や城主のことは、当時の

文書には伝えられていません。 16世紀前

半は、白井城(佐倉市)を本拠とする白

井氏とその一族である四街道地域の領主

は、本佐倉城(酒々井町)を本拠とする

千葉氏や原氏と鹿島川を挟んで争ってい

ました。また、障子堀を使った城を多く







調査速報

嶋戸東遺跡、は、成東町の北に位置する島

戸地区にあります。遺跡の付近には数多く

の古墳のほか、今から 1，200年ほど前に創建

された真行寺廃寺があります。ごの寺跡か

らは「武射寺」と書かれた墨書土器が出土

し、律令時代にこの地域に置かれていた武

射郡の郡寺*と考えられています。全国各地

の調査例では、郡寺は郡の役所である

「郡街Jの近くに設置される場合が多く、こ

の地域は古くから注目されていました。最

近の調査で、奈良や京都などの寺院に見ら

れる回廊のような掘立柱建物跡も見つかっ

ています。

このように、古代の役所跡が存在する可

曹且 二l1li国為プ|.ヨ
 
E習園

コーナー


縄文土器は今から12，000年ほど前に作りは

じめられたと考えられています。 しかし、

その始まりの時期の様子となると遺跡も少

ないためまだまだわからないことが多く、

なぞに包まれています。そのため、新たな

発見のニュースがあれば、それがどんなに

小さな土器片であっても、全国レベルで注

目されることとなります。

今回紹介する遺物は、そうしたなぞの時

代の土器です。東金市の大谷台遺跡は市の

北西部の八街市との境に近い、馬の背状の

やせ尾根に位置します。そこから、縄文時
ぴり時う させ んもん

代「草創期
そうそう さ

」の微隆起線文土器と言われる

土器が発見されました。 ミミズ腫れのよう

な極めて細い線を土器の器面にめぐらせた

土器で、ヘラのような工具を強く押しつけ

能性が高くなったので、平成9年10月から 1


か月間、確認のための調査を行いました。


その結果、多数の奈良・平安時代の掘立柱

建物跡、倉庫を建てるために地盤を突き固

めた基壇跡を確認することができました。

中でも注目されるのは、� 3間X5問の大型の

掘立柱建物跡です。ほぼ同一の場所で何回

か建て替えられていました。東西� 18m、南

北 7~8mの規模をもち、東西の柱穴の間隔

は3.6m (12尺)もありました。柱穴は四角

形で、� 1辺が1.5m以上の大きさ、深さは最も

深いもので、1.7mで、した。柱の太さは� 40cmほ

どと考えられ、電信柱並の太さです。長年、

発掘調査を行っていますが、大きさに圧倒

されてしまいました。規模が大きく、方向

が同じ向きになるなどの規格性のみられる

掘立柱建物跡や、基壇跡が存在することな

ど、今回の調査で郡街のあった可能性がさ

らに高くなったと言えるでしょう 。

(小林信一)
弐担;寺 :君 s衡からほど近い場所に置かれた寺で、郡の長官である郡司

ぐんじ

の

氏寺の系譜を引くものが多い。

復元図

て紋様をっくります。微隆起線文土器は、

草創期の土器でも最も古い段階に位置づけ

られるものです。県内では鎌ヶ谷市林跡遺
はや しあと

ゼこくあ な

跡、印西市地図穴遺跡、印施村瀬戸遠蓮
せととおばす

遺

跡、多古町一鍬田甚兵衛山南
ひとく わ だじんべいや まみなみ

遺跡(空港

NO.12遺跡)、市原市南原
みなみはら

遺跡、富津市

前三舟台
ま えみふねだい

遺跡など指折り数えるほどしか知

られていません� 全国的にも青森、山形、O

茨城、東京、神奈川、新潟、長野など日本

の北東部の都県で数遺跡、ずつ見つかってい

るぐらいで、ほかに長崎県の洞窟遺跡から

も出土しています。大谷台遺跡、からは、残

念ながら住居跡は見っかりませんでしたが、

はるか昔の私たちの先祖の活動の跡を示す

ものとして、大変貴重なものと言えます。

(安井健一)

遺跡今昔物語⑤

千葉東金道路は、東金インターチェンジかう横芝町

まで延長されることになり、平成10年3月の開通を

めざして工事が進め5れています。

計画された道路敷地には、古墳や集落跡など38か

所の遺跡があったため、平成5年か5順次発掘調査を

行いました。昨年8月までにすべて調査が終了し、現

在は出土品の整理作業を行っています。

道路幅の調査なので、遺跡の全体像を明らかにする

ことはできませんが、|日石器時代か5近世までの貴重

な資料が得5れ、遺跡の概要がつかめてきました。

さて、どのような昔の姿が見えてきたのでしょうか。

調査された主な遺跡の様子を紹介します。

(石塚浩)

赤羽根遺跡

工事中の千襲東金道路

お が さきだい�  / 

小川崎台遺跡� O 
・古墳が4基造られた。そのうちの前� F 
方後円墳1基には、人物・馬 ・家をか

たどった埴輪が並べられた。(有力な

豪族がいたのでしょう)

英語詰遺跡
・縄文時代の草創期から前期にかけ

てこの地を訪れた人々がいた。(くわ

しくは「収蔵遺物コーナー」をご覧 〆
ください /-

前畑遺跡

-江戸時代、 幕府によ って

佐倉七牧の一つ小間子牧が

経営 され、牧場から馬が逃

げるのを防ぐための土子が

築かれた U

千藁東金
有料道路� 

.は、その他の遺跡

-奈良・平安時代にはムラができた 0

・室町一戦闘時代、幅4mもある嬬を

もっ居敷が建てられた。付近には共

同墓地が造られた。(堀にかかる橋を

往来したのはどんな人たちだったの

でしょうか)

行われ、� 2か所の環状ブロックが形成さ

れた。(大型の動物の狩りをするために、

たくさんの人々がこの地に集まり、石

器を加工していたのでしょう)

くりやさ� !fう

栗焼棒遺跡� 

④ 

して、その後ムラはどこへ

移っていったのでしょう)

・古墳時代から平安時代にかけてムラがで

きた。その中にほかの住居よりもずっと大

きな掘立柱建物が建てられた。(ムラにとっ

て大切な場所だったのでしょう)

大山遺跡

四ツ螺遺跡

ょ っ づ か

四ツ塚遺跡
・旧石器時代� (3万年前)に石器作りが
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